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『
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』が

新
し
く
な
り
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
週
間

6
月
23
日
〜
29
日

農
業
委
員
会
委
員
お
よ
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
子
育
て
中
の
人
や
、
こ
れ
か

ら
子
育
て
を
す
る
人
の
情
報
誌
と
し
て
、

『
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
平
成

28
年
度
版
に
刷
新
し
ま
し
た
。
子
ど
も
に

関
す
る
保
健
、
福
祉
、
保
育
、
医
療
な
ど

を
中
心
に
、
医
療
機
関
や
公
園
な
ど
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
と
と
も

に
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

設
置
場
所
▼
こ
ど
も
支
援
課
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
日
出
谷
・
駅
前
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
児
童
館
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
い
ず
み
の
学
園
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
分
室
、各
公
民
館
、東
部
連
絡
所
・

駅
西
口
連
絡
所

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

毎
年
6
月
23
日
〜
29
日
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
の
目
的
や
理
念
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
「
男
女
共
同
参

画
週
間
」
で
す
。

内
閣
府
で
は
、
旧
来
の
労
働
慣
行
や
意

識
を
変
え
、
女
性
も
男
性
も
多
様
な
暮
ら

し
や
働
き
方
が
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
、
今

年
度
は
「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ

ン
カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」を
最
優
秀

賞
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

4
月
か
ら
女
性
活
躍
推
進
法
が
本
施
行

と
な
り
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
場
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
が
共
に
仕
事

と
生
活
を
両
立
で
き
、
全
て
の
人
に
と
っ

て
暮
ら
し
や
す
く
、
活
力
の
あ
る
社
会
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

桶
川
市
の
取
組
み
▼

◆
仮
設
庁
舎
に
啓
発
用
の
垂
れ
幕
を
掲
出

し
ま
す
。

◆
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
6
月
23
日
㈭
〜
29
日
㈬

と
こ
ろ
▼OKEGAW

A
hon

プ
ラ
ス
＋

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
（
お
け
が
わ
マ
イ
ン

3
階
）

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

平
成
27
年
9
月
「
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
農
業

委
員
の
選
任
方
法
が
公
選
制
な
ど
か
ら
、

議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
が
任
命
す
る
選

任
制
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
農
地
利
用
の
最

適
化
を
図
る
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
選
任
に
あ
た
っ

て
は
、
農
業
者
な
ど
か
ら
の
推
薦
に
よ
る

他
、
募
集
を
行
っ
た
う
え
で
、
農
業
委
員

会
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
4
月
1
日
に
新
た
に
選
任
し
た
農

業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
す
べ
て
の
委
員
の
任
期
は
、
平
成
28

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
政
課

農
業
委
員
会
委
員
名
簿
（
敬
称
略
）

氏

名

大
野

仁
（
朝
日
在
住
）

加
藤

俊
子
（
寿
在
住
）

倉
持

成
彦
（
川
田
谷
在
住
）

小
峯

完
治
（
川
田
谷
在
住
）

白
根

行
枝
（
五
丁
台
在
住
）

砂
川

富
夫
（
川
田
谷
在
住
）

髙
山

光
司
（
五
丁
台
在
住
）

廿
樂

實
（
加
納
在
住
）

野
口

髙
明
（
鴨
川
在
住
）

和
久
津
一
美
（
川
田
谷
在
住
）

和
久
津
慶
治
（
下
日
出
谷
西
在
住
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
名
簿（
敬
称
略
）

氏

名

大
熊

貞
夫
（
倉
田
在
住
）

小
沢

俊
幸
（
坂
田
在
住
）

栗
原

弥
市
（
上
日
出
谷
在
住
）

坂
巻

博
（
川
田
谷
在
住
）

島
村

勉
（
川
田
谷
在
住
）

住
谷

行
雄
（
川
田
谷
在
住
）

田
村

利
光
（
川
田
谷
在
住
）

長
野

徹
（
加
納
在
住
）

６月

2016．677

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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　 動 報 告
かつ

どう ほう こく 育
児
休
業
等
代
替
職
員
の

登
録
試
験
の
お
知
ら
せ

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た

鶴
を
折
り
ま
せ
ん
か

ストロー（1cm）

第
48
回
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
の

推
薦
に
つ
い
て

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

実
施
し
ま
す
！

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

行
政
書
士
無
料
相
談
会
の

お
知
ら
せ

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の
登

録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

登
録
試
験
日
▼
6
月
29
日
㈬

受
付
期
間
▼
6
月
6
日
㈪
〜
20
日
㈪
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日

を
除
く
）

登
録
職
種
▼
①
事
務
職
【
一
般
】・
事
務

職
【
社
会
福
祉
士
】・
保
育
士
職
②
保
健

師
職
・
栄
養
士
職（
登
録
制
・
試
験
免
除
）

試
験
内
容
▼
作
文
お
よ
び
面
接

受
験
資
格
▼
昭
和
34
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

そ
の
他
▼
詳
細
は
受
験
案
内
な
ど
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
な
ど
は
、

6
月
1
日
㈬
か
ら
仮
設
庁
舎
（
総
合
案

内
）・
分
庁
舎
（
職
員
課
）
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
職
員
課

市
で
は
、
過
去
の
悲
惨
な
戦
争
を
振
り

返
り
、
平
和
へ
の
願
い
を
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
57
年

か
ら
、
毎
年
8
月
6
日
〜
15
日
の
期
間
を

「
平
和
を
考
え
る
10
日
間
」
と
し
て
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
も
市

民
の
皆
さ
ん
に
折
っ
て
い
た
だ
い
た
千
羽

鶴
を
広
島
市
・
長
崎
市
へ
贈
り
ま
す
。

平
和
へ
の
願
い
を
託
し
、
あ
な
た
も
鶴

を
折
り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
▼
6
月
15
日
㈬
〜
7
月
7
日

㈭
応
募
先
▼
自
治
文
化
課
、
分
庁
舎
、
市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
桶
川
公
民

館
、
加
納
公
民
館
、
川
田
谷
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
さ
く
ら
フ
レ
ン
ド
（
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
）、
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

そ
の
他
▼
折
り
鶴
は
1
本
の
糸
に
25
羽

を
通
し
て
、
応
募
先
に
設
置
の
「
平
和
の

折
り
鶴
回
収
箱
」
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

折
り
紙
と
見
本
は
、
応
募
先
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

長
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
実
践
活
動
を
続

け
て
い
る
個
人
や
団
体
な
ど
に
シ
ラ
コ
バ

ト
賞
を
贈
呈
し
、
そ
の
活
動
と
功
績
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。
地
道
な
実
践
活
動
を
続

け
て
い
る
人
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
6
月
1
日
㈬
〜
24
日
㈮

対
象
▼
地
域
で
活
動
す
る
個
人
、
団
体

な
ど
で
、
次
の
①
ま
た
は
②
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
。
な
お
、
自
己
推
薦
は
で
き
ま

せ
ん
。

①
常
時
活
動
…
日
常
的
な
活
動
を
8
年
以

上
現
在
ま
で
続
け
て
い
る
こ
と

②
定
期
的
活
動
…
年
次
的
活
動
を
12
年
以

上
現
在
ま
で
続
け
て
い
る
こ
と

推
薦
方
法
▼
自
治
文
化
課
で
配
布
し
て

い
る
「
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
」
推
薦
書
で
推
薦

し
て
く
だ
さ
い
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
推
薦
者

1
人
に
つ
き
2
件
ま
で
推
薦
で
き
ま
す
。

審
査
・
選
考
▼
桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
・
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課
（
桶
川
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
）

桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

あ
た
り
「
街
を
き
れ
い
に
！
」
を
合
言
葉

に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
つ
が
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

で
す
。

町
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
が
、
力

を
合
わ
せ
て
地
域
の
公
園
や
広
場
、
ま
た

は
道
路
の
緑
地
帯
の
花
壇
な
ど
に
花
を
植

え
た
り
、
花
の
種
を
ま
い
て
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
実
施
す
る
場
合
に
、
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

補
助
対
象
▼
種
・
苗
・
肥
料
・
土
な
ど

の
購
入
費
用
（
1
万
円
を
限
度
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
【
先
着
順
】

※
購
入
す
る
前
に
、
必
ず
事
前
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課
（
桶
川
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
）

職
種
▼
技
術
職
（
建
築
）

募
集
人
数
▼
2
人

申
込
期
間
▼
6
月
3
日
㈮
〜
22
日
㈬

そ
の
他
▼
詳
細
は
、
受
験
案
内
な
ど
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
な
ど
は
、

仮
設
庁
舎
（
総
合
案
内
）・
分
庁
舎
（
職

員
課
）
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
職
員
課

と
き
▼
6
月
4
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

4
時と

こ
ろ
▼
Ｊ
Ｒ
桶
川
駅
自
由
通
路

内
容
▼
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
協

議
離
婚
・
農
地
転
用
・
各
種
許
認
可
申
請
・

会
社
設
立
な
ど

申
込
み
▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾
支

部
�
７７６
―
３
３
６
７

去る、５月８日「春のふれあいフェスタ」が駅西口公園にて行われました。
当日は好天に恵まれ、子どもから高齢者まで、たくさんの人が来場し、皆さ
ん素敵な笑顔でイベントを楽しんでいらっしゃいました。
会場では、参加された皆様のご協力により、東日本大震災と熊本地震に対

する義援金の募金活動が行われました。
被災地では発災後も余震が続き、現在も多くの方が不自由な生活を強いら

れています。桶川市では、発災後すぐに埼玉レスキューライオンズクラブに
依頼し、市の備蓄物資から水や食料などの支援物資を被災地に輸送していた
だきました。現在も引き続き、市議会と協力しながら募金活動を行っており
ます。
募金活動では、多くの市民の皆様の温かいお気持ちに触れることができ、

皆様の真心に心打たれるとともに、被災地の一日も早い復興を願ってやみま
せん。
近年、首都直下型の地震が３０年の間に７０％の確率で起こると言われており

ますが、いざという時には地域のつな
がりが何よりも大切だと思います。
この度の、募金活動や「春のふれあ

いフェスタ」を通じて、桶川市の福祉
や地域コミュニティは、多くの市民の
皆様のお力に支えられているというこ
とを改めて強く感じるとともに、感謝
の気持ちでいっぱいになりました。

桶川市長

vol．30

市長元気通信

市内循環バスのルートなどが変わります
首都圏中央連絡自動車道および上尾道路の開通ならびに土地区画整理事業の進捗に伴い、市内の道路交通網

が整備され、交通環境が大きく変化しています。
そうした環境の変化に対応し、循環バスの目的である交通空白地帯のさらなる解消などを図るため、8月1

日㈪から市内循環バス“べにばなGO”のルートを一部変更する予定です。
また、西循環では、ICカード（スイカ、パスモなど）の導入を予定しています。
あわせて、乗車方法についても、現在の「前ドア乗車、料金前払い、後ドア降車」方式から民間路線バスと

同様の「後ドア乗車、料金後払い、前ドア降車」方式に変更する予定です。
ルート変更の内容については、今後の広報、ホームページ、車内広告などでお知らせします。
詳しくは�安心安全課

対前年
同月比

＋5件

－1人

－3人

自転車も タイヤが2個の 車です

平成27年
3月末

75件

1人

96人

平成28年
3月末

80件

0人

93人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年1月からの累計）

����

����

����

����
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第
26
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

礒田 栄さん鈴木正仁さん

生
活
に
お
困
り
の
人
の
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す

選
挙
権
年
齢
が
「
18
歳
以
上
」
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

定例人権相談もご利用を！
と き�毎月第2火曜日 午前9時～正午
ところ�地域福祉活動センター

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み
入
所

申
し
込
み
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
桶
川
市
区
長
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

消
防
功
労

離
職
な
ど
に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の
人

を
対
象
に
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
」
と

し
て
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
生
活

で
お
困
り
の
人
、
ま
た
、
周
り
に
お
困
り

の
人
が
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。内

容
▼
【
自
立
相
談
支
援
】
就
労
そ
の

他
、
自
立
に
向
け
た
相
談
支
援
お
よ
び
自

立
計
画
の
作
成

【
住
宅
確
保
給
付
金
】
離
職
に
よ
り
住
居

を
失
う
お
そ
れ
が
あ
る
人
へ
の
家
賃
相
当

額
の
給
付
金
の
支
給

※
ご
利
用
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

【
就
労
準
備
支
援
】
就
労
に
必
要
な
訓
練

の
受
講
、
ま
た
は
就
労
・
自
立
に
向
け
た

生
活
支
援

【
学
習
支
援
】
生
活
に
困
窮
す
る
世
帯
の

子
ど
も
へ
の
学
習
相
談
お
よ
び
支
援
、
学

習
教
室
な
ど

詳
し
く
は
�
社
会
福
祉
課

今
夏
に
実
施
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
こ
れ
ま
で
の
満

20
歳
以
上
か
ら
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

政
治
や
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
大
切
な

一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
に
来
れ
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
期
日
前
投
票

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
日
前

投
票
所
が
分
庁
舎
の
他
に
「
お
け
が
わ
マ

イ
ン
3
階
」
に
も
増
設
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
�
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
自
由
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
、

市
町
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
を
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

埼
玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
さ
い
た

ま
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
の
行
事
と
し
て
、
人
権

に
関
す
る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

と
き
▼
6
月
7
日
㈫
午
前
9
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
3

階
会
議
室
、
仮
設
庁
舎
会
議
室
101

相
談
担
当
者
▼
人
権
擁
護
委
員

内
容
▼
家
族
問
題
、
近
隣
関
係
、
子
ど

も
の
い
じ
め
な
ど
の
何
で
も
相
談
で
す
。

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

市
内
の
公
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
民

間
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休
み
の

申
し
込
み
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
所
条
件
▼
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ

り
、
常
時
家
庭
が
留
守
で
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
場
合

申
込
方
法
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
各
民
間
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
し

て
い
る
申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
次
の
申
込
先
に
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
公
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

【
受
付
期
間
】
6
月
15
日
㈬
ま
で

【
申
込
先
】
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

②
ひ
が
し
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

【
受
付
期
間
】
6
月
10
日
㈮
ま
で

【
申
込
先
】
ひ
が
し
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

※
勤
務
先
か
ら
証
明
を
と
っ
て
も
ら
う
書

類
も
あ
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
保
育
の
必
要
性
が
高
い

児
童
を
優
先
し
て
入
室
を
決
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
保
育
課

4
月
23
日
、
東
公
民
館
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
桶
川
市
区
長
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
事

業
報
告
、
お
よ
び
決
算
報
告
、
な
ら
び
に

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

区長会の協力事業
時 期 内 容

5月1日～31日 日赤社資募集運動

5月1日～7月31日 社協会員募集と会費集金

10月1日～11月15日 赤い羽根共同募金

11月15日～12月31日 歳末たすけあい募金

6月1日～29年3月31日 地域敬老事業

秋 頃 地区別体育祭

町
会
・
自
治
会
へ
の

加
入
の
ご
案
内

昔
か
ら
「
遠
く
の
親
戚

よ
り
、
近
く
の
他
人
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
（
区
）

で
は
、
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
様
々
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
町

会
・
自
治
会
へ
加
入
し
て

い
た
だ
き
「
住
ん
で
よ
か

っ
た
」
と
思
え
る
地
域
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
�自

治
文
化
課

平
成
２８
年
度

区
長
名
簿

加納地区
電話

728‐0352
090‐3213‐8910
728‐6285
728‐0147
728‐5853
728‐4918
728‐2133
728‐2770
080‐9195‐8519
728‐2257
728‐4692
728‐0380
728‐0054
728‐5947
728‐0414
728‐0756
728‐3099
728‐3845
728‐0182
728‐2814
728‐3515
728‐6913
772‐6822

川田谷地区
787‐0741
787‐0790
786‐7496
787‐0844
786‐8146
786‐0632
787‐0452
787‐0642
787‐0474
787‐0826

氏名
廿楽 勇
内田 三郎
廿楽 好信
加藤 和夫
加藤 進
髙橋 富雄
野本 卓
相場 恒夫
中西 弘美
細谷 良作
小沢 利夫
秋葉 孝夫
本木 暁
松岡 義明
土屋 清史
平井栄次郎
荒井幸太郎
加藤 勝治
中島 和夫
梅野 慶志
浅越 正義
赤山 豊次
佐々木 高

川村 達夫
町田 廣実
坂巻 清
山下 茂
築根 義信
岩田 道明
髙村 仲夫
川辺 富保
中村 一夫
水村 実

地区名
加納東部
加納西部
加納南部
加納北部 �理
坂田東部
坂田東一丁目
坂田東二丁目
坂田東三丁目・宮前西
坂田西
坂田細谷
坂田堀の内
篠津
舎人新田
五町台
小針領家東部
小針領家西部
倉田南部
倉田北部
坂田加納団地 �副
城跡団地
おけがわ団地
倉田南部団地
加納武蔵野台

樋詰
薬師堂 �副
松原
田向
柏原
三ツ木
狐塚南部
狐塚北部
狐塚団地
岡村

�会＝

会
長

�副＝

副
会
長

�理＝

理
事

�計＝

会
計

�監＝

監
事

※
区
長
は
年
度
の
途
中
で

交
代
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

川田谷地区
786‐2432
786‐6926
090‐3539‐5252
090‐3965‐4598
787‐0365
787‐1867

桶川地区
電話

090‐3598‐2703
090‐6023‐3949
090‐1657‐0774
774‐9545
090‐5316‐1539
775‐8231
773‐1426
771‐0889
771‐1039
771‐1010
772‐3435
772‐8265
774‐5249
775‐5422
728‐1393
090‐3203‐7758
786‐1741
786‐1444
090‐1509‐8452
090‐3046‐9405
080‐5004‐9303
090‐2425‐2321
786‐6023
786‐5385
786‐6097
772‐7126
774‐8692
090‐9812‐8784
090‐8040‐5674
786‐2054
786‐3417
786‐7336
786‐3229
070‐5517‐9156
787‐2405
786‐6322
786‐0703
786‐7327
090‐9978‐0811

島村 正男
内田 勇
黒沼 紀夫
近藤 利夫
中村 武夫
佐藤 博

氏名
平川 光信
西﨑 信隆
斉藤 勇治
白子 勲夫
髙橋 芳男
稲元 良作
小島 利彦
門脇 宗介
府川 正男
黒須 一夫
小池 信夫
助川晋一郎
野本 信吉
川村 二郎
片岡 成介
野本 勝利
小川 圭一
齊藤 明男
野本 公夫
新井 隆喜
清野 正義
坂田 貴之
細田 実
岩﨑 茂
猪鼻日出男
内田 光義
伊藤 俊文
中村 雅美
栗原 安雄
長島 寛
野本 治重
秋山 勇
鹿野 景之
塩川 孝雄
清水 澄兄
坂本 充
河原 敏
新島 光明
新井あゆみ

原
前領家 �監
天沼
市場
谷津
竹ノ内 �理

地区名
東一丁目
東二丁目
西一丁目
西二丁目
南一丁目
南二丁目 �理
北一丁目 �計
北二丁目
寿一丁目
寿二丁目 �監
神明一丁目
神明二丁目
末広一丁目
末広二丁目 �会
末広三丁目
泉一丁目
泉二丁目 �理
東急ドエル桶川ビレジ
若宮一丁目
若宮二丁目 �副
パークタウン若宮わかくさ
パークタウン若宮あかしや
鴨川一丁目南
鴨川一丁目北
鴨川二丁目
朝日一、二丁目
朝日三丁目
上日出谷東部
上日出谷西部
上日出谷北部
下日出谷東部
下日出谷西部
下日出谷北部 �理
東観団地 �計
殿山団地
久保団地
日出谷団地
日の出団地
けやき団地

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp
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OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

就
学
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

桶
川
市
勤
労
福
祉
会
館
の

施
設
改
修
工
事
に
伴
う

休
館
の
お
知
ら
せ

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
調
週
間

県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校

第
1
回
学
校
説
明
会
の
お
知
ら
せ

在
宅
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

協
力
会
員
の
募
集

5
〜
9
月
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

は
、
目
や
喉
の
粘
膜
に
刺
激
を
与
え
、
健

康
被
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
ら
…

健
康
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

・
目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
屋
内

に
入
り
ま
し
ょ
う
。

・
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
病
弱
な
人
は
、
健

康
な
成
人
よ
り
も
被
害
を
受
け
や
す
い
の

で
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
情
報
入
手
方
法

「
埼
玉
県
の
大
気
状
況
」
の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

障
害
や
発
達
の
遅
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
幼
児
な
ど
の
生
活
や
、
就
学
に
関
す
る

こ
と
を
中
心
に
、
教
育
上
の
悩
み
や
不
安

が
あ
る
保
護
者
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

対
象
▼
平
成
29
年
4
月
就
学
予
定
児
童

の
保
護
者

と
き
▼
8
月
5
日
㈮

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

そ
の
他
▼
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

調
整
後
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
相
談

時
間
は
約
40
分
）。
母
子
手
帳
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
サ
ポ
ー
ト
手
帳
、

診
断
書
、
お
子
さ
ん
の
作
品
な
ど
参
考
に

な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
6
月
20
日
㈪
ま
で
に
学
校

支
援
課
（
〒
363
―
8501
住
所
記
入
不
要
）
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
学
校
支
援
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

勤
労
福
祉
会
館
を
安
全
、
か
つ
快
適
に

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
安
全
確
保
の
た

め
、
全
館
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

休
館
期
間
▼
7
月
18
日
〜
平
成
29
年
3

月
末
（
予
定
）

※
改
修
工
事
終
了
後
の
予
約
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
1
月
か
ら
の
受
付
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

※
休
館
中
の
窓
口
（
平
成
29
年
4
月
以
降

の
予
約
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
へ

の
取
組
み
と
し
て
「
子
ど
も
の
人
権
110

番
」
強
調
週
間
を
設
定
し
、
専
用
電
話
相

談
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

と
き
▼
6
月
27
日
㈪
〜
7
月
3
日
㈰

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
7
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
5
時

相
談
電
話
番
号
▼
0
1
2
0
―
007
―
110

（
全
国
共
通
・
無
料
）

相
談
担
当
者
▼
法
務
局
職
員
、
埼
玉
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も
人
権
擁
護

委
員
会
委
員

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
�
８５９
―
３
５
０
７

と
き
▼
6
月
14
日
㈫
午
前
9
時
30
分
〜

正
午と

こ
ろ
▼
上
尾
特
別
支
援
学
校

内
容
▼
学
校
概
要
説
明
、
授
業
見
学
、

質
疑
応
答
な
ど

対
象
▼
就
学
や
転
学
を
考
え
て
い
る
児

童
・
生
徒
な
ど

申
込
み
▼
6
月
7
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
�
上
尾
特
別
支
援
学
校
�
７７４
―

９
３
３
１

�
７７０
―
１
０
５
０

と
き
▼
6
月
28
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援

学
校内

容
▼
学
校
概
要
説
明
、
授
業
参
観
、

施
設
見
学
な
ど

対
象
▼
就
学
を
考
え
て
い
る
児
童
・
生

徒
と
そ
の
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

申
込
み
▼
6
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援

学
校
�
０４９
―
２９７
―
７
７
５
３

地域包括ケアシステム構築に向けた体制づくり
平成27年4月に医療と介護の連携検討準備会を設置し、①在宅医療・介護連携の推進、②認知症施策

の推進、③生活支援体制整備構築について話し合いを進めてきました。平成28年度からは「地域包括ケ
ア推進協議会」と名称を新たにし、地域包括ケアシステム構築に向けて推進しています。今回は、現在
の協議会の取組状況をお知らせします。

①在宅医療・介護連携の推進について
地域の医療情報、介護、福祉、地域での活動場所などの情報を集約した、地域の医療・介護の資源マ

ップ（仮称）の作成を目標に、今後、地域資源の把握を行っていきます。

②認知症施策の推進について
4月から認知症地域支援推進員を配置し、認知症の人やその家族の相談支援、認知症を理解していた

だく周知活動、他機関との連絡調整の支援を行います。さらには、4月から認知症カフェ（おれんじカ
フェ）を開催しています。
今後は、認知症の人とその家族が、認知症の進行状況に応じて受けられるサービスや支援を分かりや

すくまとめた「認知症ケアパス」の作成について検討していきます。

③生活支援体制整備構築について
平成29年4月にスタートする

生活支援サービスの具体的な内
容、市民への周知について協議
を行っていきます。また、生活
支援サービスの担い手育成につ
いても講習会などの開催を進め
ます。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
有
償（
1
時
間
650
円
・

早
朝
夜
間
800
円
）
の
「
在
宅
家
事
援
助
サ

ー
ビ
ス
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
人
や
高
齢
者
、
病
気
・
ケ

ガ
の
た
め
に
家
事
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

人
に
、
調
理
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
物
・
外

出
時
の
付
き
添
い
な
ど
、
日
常
生
活
上
の

簡
単
な
家
事
援
助
を
協
力
会
員
が
行
う
も

の
で
す
。

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
特
別
な
資
格
は
必
要

と
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
困
っ
て
い
る

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。
得
意
分
野

（
調
理
が
好
き
・
き
れ
い
好
き
・
人
が
好

き
な
ど
）
や
余
暇
を
活
か
し
た
い
人
は
、

協
力
会
員
と
し
て
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
社
会
福
祉
協
議
会
�
７２７
―
１

２
２
２

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～⑪

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
詳しくは�高齢介護課

今今月月ののおおれれんんじじカカフフェェ
※参加希望のグループホームまで連絡のうえ、お越しください。
○グループホームみんなの家桶川（坂田東1－36－3�729－1616）
開催日�６月８日㈬

○愛の家グループホーム桶川（朝日2－10－15�778－6603）
開催日�６月１５日㈬

○桶川ケアセンターそよ風（上日出谷1245－2�789－3130）
開催日�６月１７日㈮

※開催時間はいずれも午後１～３時（出入り自由）です。

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866

情
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市
民
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「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金（
高
齢
者
向
け
）」の
申
請

は
お
早
め
に

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
支
給

継
続
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
お
よ
び

一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
第
6
回
定
例
会

応
急
手
当
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

講
習

既
卒
3
年
以
内
の
人
対
象
就
職
面
接
会

（
事
前
申
込
不
要
、参
加
費
無
料
）

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
知
ら
せ

4
月
下
旬
に
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向
け
）
の
支
給
対

象
者
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
申
請
書

を
郵
送
し
ま
し
た
。

申
請
方
法
▼
7
月
29
日
㈮【
消
印
有
効
】

ま
で
に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
添
付
書
類
と
と
も
に
、
直
接
、
ま
た
は

返
信
用
封
筒
に
て
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所

記
入
不
要
）
で
、
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口

（
分
庁
舎
下
水
道
課
前
）
へ
。

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
直
接
申
請
の
場
合
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
。

問
合
せ
�
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
�
０
１
２
０
―
３５８
―
１３７
※
６
月
３０
日

ま
で
有
効

�
７８７
―
９
１
１
１
、
９
１
１

２
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

対
象
▼
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
引

き
続
き
治
療
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
人
の

保
護
者

申
請
期
間
▼
6
月
15
日
㈬
〜
7
月
29
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ
▼
鴻
巣
保
健
所

必
要
書
類
▼
申
請
書
、
医
療
意
見
書
、

受
診
者
の
加
入
す
る
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
の
市
町
村
・
県
民
税
課
税
（
非
課

税
）
証
明
書
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど

※
お
持
ち
の
受
給
者
証
に
記
載
の
住
所
地

を
管
轄
す
る
保
健
所
か
ら
申
請
に
必
要
な

書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
（
医
療
意
見
書
は

同
封
し
ま
せ
ん
。
指
定
医
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
）。

問
合
せ
�
鴻
巣
保
健
所
�
０４８
―
５４１
―
０

２
４
９

6
月
1
日
〜
7
月
11
日
は
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
平
成
27
年

度
確
定
保
険
料
と
平
成
28
年
度
概
算
保
険

料
お
よ
び
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
の
一
般

拠
出
金
の
申
告
・
納
付
手
続
を
行
っ
て
い

た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
す
。

申
告
書
・
納
付
書
は
、
5
月
末
に
発
送

し
ま
し
た
の
で
、
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
申
告
書
な
ど
の
記
入
方
法
）
な
ど
の
説

明
に
従
っ
て
作
成
し
、
7
月
11
日
ま
で
に

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
課
、
ま
た
は
、
さ
い
た
ま
労
働
基
準
監

督
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

課
�
６００
―
６
２
０
３
、
さ
い
た
ま
労
働
基

準
監
督
署
�
６００
―
４
８
０
２

と
き
▼
6
月
24
日
㈮
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
7
月
27
日

㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法

な
ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

と
き
▼
7
月
16
日
㈯
午
前
9
時
〜
正
午

（
午
前
8
時
45
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署
2

階
会
議
室
（
北
本
市
宮
内
7
―
240
）

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
、
当
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明

書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示

で
も
可
）

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き

ま
す
。（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講

習
の
受
講
時
間
が
開
始
よ
り
1
時
間
免
除

さ
れ
ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
6
月
15
日
㈬
〜
7

月
8
日
㈮
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
桶
川

消
防
署
桶
川
西
分
署
（
788
―
0
1
1
9
）

へ
。と

き
▼
6
月
15
日
㈬
午
後
1
時
〜
4
時

（
受
付
開
始
午
後
0
時
30
分
）

と
こ
ろ
▼
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

地

下
展
示
場

対
象
者
▼
高
校
・
専
門
学
校
、
高
専
・

短
大
・
大
学
（
院
）
な
ど
の
卒
業
後
概
ね

3
年
以
内
の
人

内
容
▼
企
業
人
事
担
当
者
に
よ
る
面

接
・
企
業
説
明

持
ち
物
▼
履
歴
書
複
数
枚
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
登
録
が
あ
る
人
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
カ
ー
ド
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
履
歴
書
な
し
で
も
参
加
可

参
加
企
業
▼
80
社
（
予
定
）
※
厚
生
労

働
省
職
業
安
定
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
問
合
せ
�
埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
�
６５０
―
２
２
３
４

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

特
定
健
診
の
デ
ー
タ
や
医
療
機
関
受
診
状

況
を
確
認
し
、
糖
尿
病
性
腎
症
（
※
）
の

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
に
は
、
適
切
な

食
事
の
摂
り
方
や
適
度
な
運
動
の
実
践
な

ど
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
「
生

活
習
慣
改
善
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案

内
」
を
7
月
に
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
の
治
療
が
必
要
な
人
や

治
療
を
中
断
し
た
人
に
は
、
医
療
機
関
へ

の
受
診
の
お
知
ら
せ
を
6
月
か
ら
7
月
に

か
け
て
送
付
し
ま
す
（
電
話
や
訪
問
で
受

診
の
案
内
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

糖
尿
病
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
リ

ス
ク
を
高
め
、
腎
症
、
網
膜
症
、
神
経
障

害
な
ど
の
合
併
症
に
か
か
る
と
日
常
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

糖
尿
病
に
な
っ
て
も
質
の
高
い
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
糖
尿
病
の
早
期
発
見
と

継
続
的
な
治
療
、
そ
し
て
食
事
や
運
動
面

で
の
生
活
習
慣
の
改
善
が
重
要
で
す
。

（
※
）
糖
尿
病
性
腎
症

糖
尿
病
の
合
併
症
の
一
つ
で
高
血
糖
状

態
が
続
く
こ
と
に
よ
り
、
腎
臓
の
機
能
が

損
な
わ
れ
、
血
液
中
の
老
廃
物
を
尿
と
し

て
排
出
で
き
な
く
な
り
、
最
終
的
に
は
腎

不
全
と
な
る
危
険
な
病
気
で
す
。

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課

防防災災行行政政無無線線ななどどをを用用いいたた
情情報報伝伝達達訓訓練練のの実実施施ににつついいてて

地震・津波や武力攻撃などの発生に備え、「全国瞬時警報システ
ム（※Jアラート）」を利用し、様々な手段を用いた情報伝達訓練
が行われます。
市では、防災行政無線および防災情報メールを活用した訓練を予

定しています。つきましては、訓練のための放送ですので、災害な
どと間違えないようご注意ください。
実 施 日�6月23日㈭午前10時15分頃
放送内容�
（こちらは、防災桶川です）
（ただいまから訓練放送を行います）
［緊急地震速報チャイム音
緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。大地震です。
これは訓練放送です］

×3回
（こちらは、防災桶川です）
（これで訓練放送を終わります）

※気象・地震活動の状況などによっては、訓練を中止することがあ
ります。

※「Jアラート」とは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、
国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

詳しくは�安心安全課

優良運転者を表彰します
上尾地方交通安全協会では、優良運転者を表彰します。対象となる人は申請し

てください。
対象�次の①から⑧までの区分で表彰しています。
①5年以上10年未満（職業運転者は3年）無事故無違反の人
②10年以上15年未満無事故無違反の人
③15年以上20年未満無事故無違反の人
④20年以上25年未満無事故無違反の人
⑤25年以上30年未満無事故無違反の人
⑥30年以上35年未満無事故無違反の人
⑦35年以上40年未満無事故無違反の人
⑧40年以上無事故無違反の人

※次の人を除きます。
�過去に受けた年数より短い期間の表彰年数の人
�今までに同年数の表彰を受けたことのある人
�今までに県警本部長、交通部長以上の表彰を受けたことのある人（ただし、前
記⑤～⑧に該当する人は、交通部長以上の表彰を受けた人でも構いません）
申請方法�6月1日㈬～7月29日㈮に、上尾地方交通安全協会事務局｛月～金（祝
日を除く）の午前8時30分～午後5時※正午～午後1時を除く｝または交通安全
協会の地域担当支部長に提出してください。
※受賞者には、詳細を9月上旬頃までに、ハガキで通知します。
【申請に必要な書類】※⑴⑵の申請書類は上尾地方交通安全協会事務局にあります。
⑴表彰申請書 ⑵無事故無違反証明書（平成28年6月1日以降に自動車安全セン
ターで発行されたもの）※証明に要する期間は15日程度です。 ⑶職業運転経歴証
明書（職業運転者3年以上5年未満申請の場合のみ必要） ⑷交通安全協会会員証
表彰式�10月15日㈯イコス上尾
問合せ�上尾地方交通安全協会�７７１－４１７６

市民税・県民税
【第1期】

納期限…6月30日
納付は期限内に！

今月の納期

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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平
成
28
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
第
2
・
3
回
）

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す

危
険
物
安
全
週
間

（
6
月
第
2
週
）

マ
ン
シ
ョ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し
ま
す

〜
埼
玉
県
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
支
援
事
業
〜

消
防
法
で
定
め
ら
れ
る
数
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
重
油
な
ど
）

を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
人
は
、
危

険
物
取
扱
者
免
状
が
必
要
で
す
。

試
験
日
・
会
場
▼

①
7
月
24
日
㈰
・
埼
玉
大
学
（
さ
い
た
ま

市
）

②
7
月
31
日
㈰
・
立
正
大
学
（
熊
谷
市
）

※
試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
も
開
催
し

ま
す
。

申
込
み
▼
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
支
部
試
験
係
（
〒
330
―
0062
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
仲
町
2
―
13
―
8
ほ
ま
れ
会

館
2
階
）へ
、
6
月
17
日
㈮
〜
29
日
㈬【
消

印
有
効
】
に
、
書
面
に
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
電
子
申
請
可

願
書
配
布
・
問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域

消
防
本
部
予
防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

／
桶
川
消
防
署
管
理
指
導
課
�
７７３
―
１
１

９
０
／
鴻
巣
消
防
署
管
理
指
導
課
�
０４８
―

５９７
―
２
０
０
５
／
北
本
消
防
署
管
理
指
導

課
�
０４８
―
５９２
―
５
０
０
５

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

試
験
日
▼
10
月
2
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ
▼
獨
協
大
学
、
日
本
工
業
大
学

な
ど受

験
資
格
▼
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

で
、
原
則
と
し
て
通
算
5
年
以
上
従
事
し
、

か
つ
900
日
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

費
用
▼
8,
7
0
0
円

申
込
み
▼
6
月
30
日
㈭
【
消
印
有
効
】

ま
で
に
、
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送
（
持
込

不
可
）
で
、
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
験
案
内
書
】

配
布
期
間
▼
6
月
30
日
㈭
ま
で
※
閉
庁

日
を
除
く

配
布
場
所
▼
高
齢
介
護
課
・
桶
川
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議

会
問
合
せ
�
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

�
０４８
―
８２４
―
３
１
１
１
（
試
験
専
用
）

受
験
資
格
▼
①
平
成
28
年
4
月
1
日
に

お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
、
お
よ
び
平
成
29
年

3
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
も
の
に
準
ず
る

と
認
め
た
人

試
験
の
程
度
▼
高
等
学
校
卒
業
程
度

第
1
次
試
験
日
▼
9
月
4
日
㈰

第
2
次
試
験
日
▼
10
月
12
日
㈬
〜
21
日

㈮
の
い
ず
れ
か
第
1
次
試
験
合
格
通
知
書

で
指
定
す
る
日
時

申
込
方
法
▼

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
（
原
則
）】

「
国
家
公
務
員
採
用
試
験
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
」
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説
明
に
従

い
入
力

受
付
期
間
▼
6
月
20
日
㈪
午
前
9
時
〜

6
月
29
日
㈬
※
受
信
有
効

【
郵
送
ま
た
は
持
参
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
）】

提
出
先
▼
希
望
す
る
第
1
次
試
験
地
を

管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局
へ
。

受
付
期
間
▼
6
月
20
日
㈪
〜
22
日
㈬

【
消
印
有
効
】

問
合
せ
�
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

に
つ
い
て
】
人
事
院
人
材
局
試
験
課
�
０３

―
３
５
８
１
―
５
３
１
１

【
そ
の
他
】
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
�
６００
―
３
１
１
１

平
成
28
年
度
推
進
標
語

「
危
険
物

決
め
ろ
無
事
故
の

ス
ト
ラ
イ
ク
」

「
危
険
物
」
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な

ど
の
燃
料
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
の

回
り
に
は
、
塗
料
・
接
着
剤
・
エ
ア
ゾ
ー

ル
製
品
な
ど
「
危
険
物
」
で
あ
る
こ
と
を

意
識
せ
ず
に
利
用
し
て
い
る
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
取
扱
い
を
誤
る
と
思
わ

ぬ
事
故
や
災
害
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。家

庭
で
は
危
険
物
の
正
し
い
取
扱
い
や

保
管
に
努
め
、
危
険
物
を
取
扱
う
事
業
所

で
は
、
こ
の
機
会
に
今
一
度
危
険
物
の
貯

蔵
・
取
扱
い
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

管
理
運
営
上
の
課
題
を
抱
え
る
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
を
対
象
に
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
の
資
格
を
有
す
る
専
門
家
を
県

か
ら
派
遣
す
る
も
の
で
す
。
日
頃
、
管
理

組
合
の
業
務
に
お
悩
み
の
理
事
長
や
役
員

の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

派
遣
回
数
▼
2
回
を
上
限
に
派
遣

派
遣
期
間
▼
派
遣
決
定
通
知
書
の
発
送

日
か
ら
平
成
29
年
3
月
15
日
㈬

費
用
▼
無
料

申
請
方
法
▼
12
月
22
日
㈭【
消
印
有
効
】

ま
で
に
建
築
課
に
設
置
し
て
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
、
ま

た
は
郵
送
で
、
建
築
課
（
〒
363
―
8501
住
所

記
入
不
要
）、
ま
た
は
「
住
ま
い
相
談
プ

ラ
ザ
（
〒
330
―
0853
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
錦

町
630
大
宮
駅
西
口
コ
ン
コ
ー
ス
内
」
へ
。

※
申
請
書
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
▼
埼
玉
県
住
宅
課
�
830

―
5
5
7
3

申
請
書
の
受
付
な
ど
に
つ
い
て
▼
建
築

課
、
ま
た
は
「
住
ま
い
相
談
プ
ラ
ザ
」

�
658
―
3
0
1
7

詳
し
く
は
�
建
築
課

6月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211�786－9866
●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

3日㈮・10日㈮・24日㈮
14：00～17：00
18日㈯9：00～12：00
7月1日㈮・8日㈮・22日㈮・
29㈮14：00～17：00
16日㈯9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成年
後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

9日㈭ ※次回は7月14日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

1日㈬ ※次回は7月4日㈪
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅地建物取
引 主 任 者

不動産の売買、賃貸借契約等についての相
談 22日㈬13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体の
相 談 員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 18日㈯9：00～12：00 仮設庁舎会議室201

電話でも可 �786－3211

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

10日㈮ ※次回は7月8日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 13日㈪10：00～16：00

27日㈪16：00～20：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課

人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談

7日㈫・14日㈫
9：00～12：00

地域福祉活動センター3階
※7日のみ仮設庁舎会議室101

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00
勤労福祉会館
直通�773－1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・水・木・金（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：00～17：00

桶川市教育センター
直通�786－3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通�728－2369 社会福祉協議会

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station
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